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高山村議会議員     梨本 進        
質 問 事 項 質問の趣旨 

１．「温泉源泉」を守

るための施策と作業

道整備について 

 

本年６月定例会会期中に、福祉産建常任委員会の所管事務調査として「温

泉源泉」の現況調査をおこなった。本村の「温泉源泉」は松川渓谷沿いに点

在している中で、山田温泉の２ヵ所の源泉（わなば源泉と元湯源泉）は、特

に深く険しい渓谷沿いに貯湯タンクやポンプ機器が設置され、送湯管にて谷

あいを約 1.5 ㎞下流の山田温泉街まで引湯されている。急傾斜地に設置され

た送湯配管は、雪崩れや土砂崩れなどの被害も受け易く、温泉宿にとっては

深刻な湯量不足になる事態がたびたび起きている。 
山田温泉の貴重な源泉を将来に渡って守り続ける為に、耐久性の向上と維

持管理が容易となる送湯管の設置方法の抜本的な見直しが必要である。 
送湯管やポンプなどの修繕工事は急を要するが、現状の源泉現場までの作

業道は整備されておらず、職員の現地確認や資材の搬入搬出、また作業員の

安全確保が大きな課題であることが今回の調査で確認できた。よって早急に

源泉現場までの作業道の改良整備工事に着手することが最優先と考える。 
山田温泉の源泉維持管理の施策について問う。 
 
 
 
 
 

質問要旨と質問 
① 源泉現場及び設備機器等の定期的な巡回状況について。 
② 温泉源泉の不具合対応については、温泉ガス等の危険もあることから、専

門業者の知識や現場経験が不可欠と思える。本村の源泉に対応する調査や

検討するチーム等の体制はどのようか。 
③ 自然災害に対して、耐久性があり維持管理も容易となる送湯管の設置方法

の見直しについて現在の進捗状況は。 
④ 源泉現場までの作業道整備の重要性について。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


